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代
の
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史
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湾
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濁
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取
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A
W

器
験
、
市
民
脚
部
品
都
、
会
成
洗
剤
問
題
な
ど
、
新
し
い
瞬
時

代
の
都
世
畿
に
験
開
樫
約
に
数
ザ
組
ん
で
ゆ
く
義
勢
が
打

ち
印
刷
さ
れ
ま
し
た
。

。
裕
和
五
十
六
年
療
が
ら
昭
和
紙
+
八
す
さ
ら
に
、
本
市
め
淡
ぷ
燃
と
し
て

年
度
ま
で
の
第
一
一
務
総
か
革
繁
務
針
路
め
「
致
ダ
子
駅
街
北
郷
土
山
炊
け
脇
市
中
弘
前
め

に

つ

い

て

挺

進

L

、
都
市
掛
貯
水
を
常
め
た
「
下
本

こ
丹
後
総
計
滅
的
重
点
総
策
と
し
て
滋
め
い
れ
品
川
剤
」
、
総
資
川
町

i
リ
サ
イ
ク
ル

H
M
、
仲
村
潮
市
都
市
像
を
実
体
的
に
如
棋
倒
押
し
.
レ
ス
テ
ム
め
械
情
相
心
に
よ
る
「
従
来
約
削
除

m
開
銀
教
帯
同
文
化
都
市
内
実
殺
伐
を
よ
り
、
制
叫
什
地
本
気
極
的
宰
(
時
拙
い
を
戸
一
行
い
‘
八
十

一
溜
呉
体
約
な
も
の
に
す
る
た
め
ぷ
ム
年
代
に
対
応
し
た
京
行
絞
綴
織
の
悌
~
ι

地
利
尾
一
時
制
緩
の
緩
和
時
い
を
行
い
、
ま
ち
を
濁
っ
て
い
与
ま
ず

η

づ
〈
り
的
方
向
殺
を
昨
止
め
な
が
ら
、

A
V
行
数
散
骨
暗
殺
臨
開
会
に
つ
い
て

ぷ
品
開
問
内
総
織
と
品
開
の
保
全
、
創
溶
い
絞
滅
、
多
鋭
化
し
た
一
行
政
宗
裟
に
い
町

、
つ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
!
許
制
幽
的
繁
鋭
い
処
す
る
た
め
セ
去
る
七
月
二
十
九
行
刊
に

「
学
校
建
設
基
本
計
悦
倒
的
後
緩
い

1
N
凡
助
役
を
委
員
長
と
し
愉
市
険
料
料
…
…
令
ん
あ

通
体
系
的
見
渡
し
し
一
総
務
文
学
澄
事
的
構
成
か
ら
な
る
行
隊
総
務
会
長
会
を

滋
町
内
引
滅
的
災
行
い
全
竹
っ
て
ま
い
り
ま
設
相
山
い
た
し
ま
し
た
可
(
守
弘
は
、
委
員

今自までに、調査票が
届かなかったら、連絡を

:一語勢調査一

。I註月 5図ま"C'(ニ調査員が草書紋
また、おさ予もとに綴丘撃が惑い

て v>-:""ぃ万は噌おそ手数ですが、市

役所iζ お申し出〈どさい a

総資家〈の記入時は、文'{:や数字

的繰り、き己入もれに技指して屯ま

た議資完たを治 L"より、~1fったり、
Jty)たりしなら、ょう ;1誇災L、しャ字毎

S符で口調査員が位lql'.'ご向、、
ますσ より明るく、より設か金森

勺 L-)くり内ために、犠銭的iこ
fli/，力くださき

本
総
設
の
建
設
は
、
今
湾
中
じ
鍛
工

し
、
紛
町
朝
五
十
六
年
一
…
一
月
来
日
い
は
、
完

成
さ
れ
る
子
山
花
持
、
す
ぬ
こ
め
ト
i
タ
ん

な
ぬ
泌
総
則
酬
は
、
わ
が
閉
山
に
お
い
て
最

初
の
滋
み
で
あ
り
‘
本
施
設
が
嫁
協
闘
す

く
る
と
、
市
黙
殺
に
お
い
て
も
、
燃
料
偶
然

り
か
理
施
設
と
比
較
し
て
‘
平
総
約
一
一
際
内

的
が
節
約
で
き
る
箆
然
み
手
。

服

毒

建

議

襲

撃

的

該

鐘

に

つ

室

奪

三

予

定

で

い

ま

す

よ

い

て

ま

た

、

我

総

子

・

布

佐

川

昭

ん

;

ツ

問

機

杭

工

芸

設

に

つ

い

て

は

、

率

的

つ

安

芸

霊

票

差

は

、

議

ι

ヱ
っ
と
荘
東
篠
を
毅
紋
織
と
し
て
や
組
め
、
選
ん
で
お
り
、
東
伐
材
開
予
・
紫
品
川
線
立

贈

賄

護

者

言

語

援

護

室

長

雲

雀

卒

業

に

つ

い

て

は

、

i
一

品

種

企

カ

方

が

傍

ら

れ

る

£

つ

話

し

合

い

に

人

か

ら

絞

殺

広

務

に

は

い

る

予

定

て

す

c

、
攻
↑
仕
事
務
を
進
め
て
い
る
と
め
よ
っ
て
い
ま
宇
e

。
議
滋
穴
号
線
の
鉱
騒
工
事
的
進
み
ぬ

と
で
す
。
し
カ

L
、
本
市
や
鋭
機
会
が

A
V
銭
称
設
本
小
学
校
建
設
工
事
的
滋
み
会
に
つ
い
て

要
望
し
て
い
る
増
臨
時
的
作
脱
出
闘
い
い
そ
わ
ず
、
異
合
じ
つ
い

τ

本
年
度
は
、
機
関
十
'
ム
γ
拘
か
ら
滋
手

早
期
阪
媒
ル
ぬ
い
い
向
け
て
さ
ら
に
、
運
動
五
十
穴
年
閥
均
的
問
附
校
長
臼
滋
に
淵
↑
刀
両
へ
燃
が
，
メ
ー
ト
ル
、
さ
ら
に
定
力

全
線
開
削
し
て
い
き
事
す
わ
ま
た
、
技
孫
淡
仁
川
崎
め
句
れ
て
い
ま
す
い
ま
た
、
記
中
央
開
制
凡
的
か
い
り
…
限
一
戸
ん
出
へ
」
八

μ
メ

チ
際
‘
成
附
同
駅
間
同
町
中
間
同
絞
め
絵
備
に
畿
の
滋
学
絡
に
な
る
同
道
六
号
線
め
い
す

i
ト
ん
の
げ
民
間
関
て
工
事
中
て
す
り

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
ョ
山
間
然
締
闘
い
導
討
飯
山
円
建
A
M
中
町
内
山
惜
別
な
る
線
問
地
鼠
収
も
、
本
年
度
中
に
引
っ
ー

に
融
制
き
か
け
て
い
き
ま
す
“
配
慮
に
よ
り
、
本
絞
め
開
校
時
ま
ぞ
の
セ
ン
ト
完
了
す
る
予
定
寸
ナ
。

。
害
後
後
潟
市
砲
の
隠
形
燃
料
化
事
一
講
じ
定
成
を
臼
淡
仁
、
す
て
心
不
本
が
執
相
手
。
流
場
下
水
溺
療
機
的
総
馳
持
管
縫
負
担

つ

い

て

さ

れ

ま

し

た

子

金

に

つ

い

て

令
官
郎
総
柑
臨
戦
闘
醐
跡
地
部
鞄
累
計
一
聞
に
つ
一
家
布
ノ
ト
ル
当
リ
、
六
十
市
内
と

い

て

し

た

い

時

間

め

れ

眠

詩

集

が

燃

か

い

り

…

溌

~

~

小

金

銭
二
塑
ニ
か
年
薬
品
数
で
然
体
化
紅
ま
し
た
。
今
後
品
、
量
殺
を
引
引
き

ず
る
と
と
も
に
、
千
淡
路
あ
ゆ
み
の
祭
下
げ
る
よ
う
路
市
別
絡
に
も
、
関
係
市
町

筋
怒
に
よ
る
子
総
隊
総
合
五
か
年
計
一
間
と
ー
と
も
に
、
隙
納
捕
し
て
い
き
ま
す
ョ

的
中
に
も
取
り
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
や
溺
然
的
数
、
術
祭
憲
章
に
つ
い
て

ワ
機
滋
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
α

市
民
的
敢
に
は
、
一
一
一
十
令
点
的
数
料

ま
た
、
間
闘
の
世
間
持
金
や
総
熊
楠
午
、
仙
川
和
が
、
市
民
憲
章
に
は
司

t
u
r…
十
点
的

的
な
財
政
的
遊
間
川
を
綴
る
こ
と
か
ら
、
原
案
内
応
募
が
あ
り
ま
し
と
句
点
以
民
的

文
学
託
金
公
開
削
問
柏
崎
多
総
指
公
閣
法
に
殺
は
山
引
き
絞
急
隊
長
#
一
集
し
、
市
民
中
車

続
づ
く
議
に
指
定
し
.
そ
の
絞
喜
で
雲
仙
薬
会
か
、
応
募
作
品
を
も

体
と
し
て
ぷ
叫
四
拍
子
町
文
化
を
守
る
脅

z

と
に
ね
均
一
却
し
、
談
会
に
報
告
し
た

3
え

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
“
ス
つ
陀
時
に
発
表
守
る
考
え
引
に
す
し

。
都
市
計
一
幽
滋
絡
に
つ
い
て

O
合
成
洗
剤
の
後
間
用
也
管
め
ぐ
る
開
閉
に

都
市
計
磁
波
泌
総
…
一
戸
新
mm

布
佐
下
つ
い
て

線
的
、
フ
ち
輪
山
間
…
戸
新
m
m

崎
北
ム
口
出
削
に
耕
作
泌
総
会
的
一
と
い
う
手
即
日
川
仙
の
現

つ
い
て
は
、
昨
年
度
mw
工
事
い
い
続
い
で
状
を
考
え
、
全
公
立
侭
育
問
閥
、
新
本
小

銭
絞
約
一
一
千
二
百
〆

533333

ム
ト
ル
は
つ
い
て
、
が
給
食
金
山
富
洗
い
を
石
け
ん
に
縁
、
rqh

一
談
路
盤
工
事
お
よ
H
V
総
淡
ぶ
w
ゆ
か
行
高
野
山
小
学
校
も
本
部
中
に
裕
治
も
H
十

わ
れ
る
も
め
で
す
が
、
十
一
一
汚
ま
で
滋

6
L
~
 

品
以
仙
削
機
拠
出
に
基
づ
き
も
事
務
卒
業
的

数
状
に
つ
い
て
総
点
'
検
し
、
八
十
時
代

に
間
叩
応
し
た
行
政
的
晶
り
お
あ
る
い
は

同
制
的
批
等
を
問
ら
か
い
し
て
い
き
ま
す
，

O
総
出
関
経
斡
綴
鋭
化
に
つ
い
て

成
則
的
締
約
機
市
町
村
で
結
成
し
て
い

る
閲
欽
成
町
出
穂
複
線
化
促
進
期
成
A

訟
で

は
宮
当
局
に
漆
僚
主
打
っ
た
総
娘
、
牧

町
ダ
イ
ヤ
改
双
山
い
あ
た
り
雫
開
叫
ψ

牝
的
政

敏
子
駅
徒
特
例
胤
を
十
五
分
巡
ら
す
ご
と

争奪韓議案に記入する際のお騒い

③必ず幾多会畿で記入し・ごください。

⑬答えを?…クて'記入する綴百五iま‘ワクいづぱいに

太く、 i轟く、はっきりと機卒業を記入してくださいc

e文学や数字で燃える豊富所以、ぷ主義のワク

からはみ出きないように記入してく fどきい。

e絞って記入したときは、消しゴムて'きれいに泌し

てください会

本部

容85・1146
。歯繕輔1量

今
、
会
開
闘
で
。
ん
材
攻
弛
帆
誠
に
よ
る
湖

滋
‘
符
国
内
的
待
機
が
制
は
れ
ζ

い
ま
す
a

ニ
れ
H
問
、
合
成
洗
剤
に
含
ま
れ
て
い

a
s
i、
げ
る
ワ
ン
が
沼
田
な
ど
に
流
れ
祉
機
常
に
綴

防
凶
町
役
水
町
世
蓬
が
講
し
、
プ
予
ン
ク
ト
ン
や

お
け
仏
議
そ
の
一
叱
が
い
ず
め
る
ア
き
が
大
発
生

ロロ
Hr
い
刊
す
る
口
め
じ
お
他
出
さ
れ
る
も
の
で
す

g

1
3
 

柏
町
山
川
こ
れ
に
よ
り
・
水
中
の
滋
索
引
み
〈
な

に
ム
比
り
、
魚
な
ど
の
生
物
も
絞
め
な
く
な
っ

洲

口

引

て

し

ま

い

ま

す
e

総
主
的
乎
加
議
会
初

五
崎
、
刊
汚
染
夜
謀
本
一
と
綴
わ
れ
、
単
ゑ
な
対

九
ゐ

4
H
L
策
が
潟
ら
れ
て
い
ま
す
回

P

A

J

口

紅

昔

は

、

重

識

を

有

す

る

量

削

除

ノ
移
か
ら
講
師
を
呼
ん
で
、
こ
の
問
問
臨
じ
っ

い
て
の
講
演
会
を
夜
間
成
A

常
的
閥
で
開
き
ま

し
た
。
市
も
後
き
ん
と
と
も
に
、
全
市

的
以
取
り
州
側
ん
℃
ゆ
き
ま
す

b

グ
議
震
と
の
対
語
集
会
ぷ
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

川
部
脅
し
た
り
、
「
土
市
長
へ
の
チ
紙
い
を

制
打
尽
し
た
り
と
か
い
っ
た

H
淡
も
あ
り

ま
す
か
‘
ニ
れ
を
機
い
い
、
日
制
引
の
不
獄
、

繋
媛
、
著
え
配
的
自
に
淡
々
て
辻
い
か

が
で
し
ょ
ぬ
ヲ
か
u

後
手
ん
が
お
気
軽
に
、
一
人
で
も

多
く
参
加
す
る
の
を
お
待
ち
し
て
い
ま

↑す島

守
申
し
込
み
ム

輔
唱
隊
ん
八
一
一

i
臨
穴
西
丸
)
か
、
ハ

ガ
や
で
、
秘
書
緯
布
畏
輯
絞
mm
へ
十
月

+
一
議
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
品
。
ぃ
。

お
V
億
一
間
我
孫
亭
市
制
判
明
開
亭
一
八
小
説
八

61 



長寿潜

95議員球上/子、予さん(栄}

94議J 高鵡健之助7さん(日秀)

九
問
丹
十
五
日
、
敬
老
町
野
に
市
内
で
市
授
と
校
ム
再
編
祉
協
議
会
か
ら
お
統
い

期
月
余
そ
れ
ぞ
れ
的
飲
高
齢
者
に
、
渡
辺
が
綴
ら
れ
ま

L
た
}

ん
こ
の
長
寿
め
お
…
…
人
は
、
大
上
ト
モ

討
さ
ん
(
明
治
十
八
年
喜
一
日
ま
れ
、

大
九
ト
五
歳
}
と
姦
組
問
幾
之
助
さ
ん
〈
隣

仔
治
十
九
年
一
円
丹
ト
日
生
ま
れ
、
九
十
開
閉

受

革
J

で
す
。

e智

t
、
伊

hr

高
崎
さ
ん
は
‘
淡
夜
、
抑
制
気
で
入
院

Mm
中

rす
が
、
大
上
さ
ん
は
‘
お
泳
然
科
、
、

料
開
設
内
身
的
…
回
り
の
事
は
§
分
で
行
い
、

浅
食
べ
物
内
川
町
器
発
い
は
い
熱
い
そ
う
で
す
α

辺
な
お
崎
市
内
に
は
、
九
十
段
以
上
的

問
↑
枇
苦
手
空
室
〈
い
ま
す
。

(2) 

V
構
造
中
日
晴
樹
六
附
闘
機
開
地
区
長
町
方
た
ち
が
、
惨
事
ん
内
お
パ
取
を

wv
間
取
り
一
一
一
K

紛附阿
L
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と

V
磯
崎
網
棚
醜
聞
間
伐
に
な
っ
て
い
ま
す
む
法
人
募
金
一
広
域
夜

V
紫
綬
…
万
…
干
狩
的
民
致
委
災
的
方
が
お
酬
明
い
に
う
か
が

応
募
多
数
丹
と
き
は
仙
制
緩
ぞ
決
定
j
v

い
ま
、
て

ま
す
。
撤
退
も
れ
の
方
は
、
化
対
応
募
昨
年
は
率
い
羽
根
募
余
ふ
れ
一
…
一
綴
万
…

的
総
役
者
的
次
内
緩
泣
mw
悼
間
欠
と
し
て
、
開
問
一
一
問
、
十
二
月
的
歳
末
助
け
合
い
裁

第
一
一
機
市
対
校
山
市
め
内
で
な
京
が
生
ヒ
最
五
問
問
九
万
八
…
一
五
点
的
門
の
実
繍
を
お

た
場
合
繍
次
入
国
間
て
き
ま
す
。
さ
め
ま
し
た
も
み
な
祭
ん
の
符
留
で
大

き
な
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
で
?
、

を
お
戦
い
し
ま
す
。

士
出
営
住
宅
に
笠
殺
が
あ
り
ま
す
の
亡
、

入
総
務
を
募
集
し
ま
す
“

相
警
務
甜
鵡
蜘
期
間
十
月
一
一
誌
か
り
十
五
m
G

V
務
総
戸
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。
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盟国睡B・・・睡i掴・・臨 調 富 田 ・ 悶 - 自 国 醐

傍受{隊翼高指書 8識をきと望号空襲8竜王需主 総護憲!このり俗けを言まる〉、卒業〈見|

く、重きおおま1=101'警守 8(7)く〉ガぞう怜 ごみ〉義主主君喜警守還と減量豊富証約率1通

F寄付王寺〈ごと〉喜までの乙警がら 〈豪語重量善寺選豪華{ごついては或察誼現

午後4終〈ニ主費量81手段キ〉霊堂守。 選撃の浴室警は泣い〉を漆犯してくだ

i't.震予fO総務総人著書蓄量へ総i議襲撃綴 どさい。 どだし、深祭主義法長妻、宗濯

を持参G主主号室iこ怒り幾111l:t1ます。 話事、滋裏護士について滋資洛〈買込〉

惨繁華実琴銭 安主義義務総級車誌は主主主義 室菱総務守送受添付してく主ささい。

ミH15総務総人宅葬祭菱主主管。 く渓主義>'I霊祭串込撃と愛媛繋は恋

愛霊長務室蜜慾I謀、繁華議場iろま務総守き言、 りは主主t主主主いとと。

〈雪量室主要喜O)f車分後議電話 1之総警警察 b銃撃壷翼告白 線写055王手守合湾198

?露毛主自分 ξλG、

〈ライカ娘議

L段6tJ月以内心総統し4たもの後、

争奪寵り殺す

*努持み季語

くEヨ議室B)

ルまま総会費量 C5:U我孫子中学校

念集会砂議書奇 我孫子選塁後体重警

重富砂翠包 室主男女〈滋殺さをあ重量

む〉ト ナメンド努参金自重電 守

9跨砂募集人員 ;:;;;種目おお

加費5∞F号、保険料その他〉惨ゆ

込方法注復ハガキiこ1謹問、俊民丹、

氏名、年寄告を説記入し、 10::苦

〔諮問符劾〉までiこ(妨害事若手話究の綴

合は主主選) 1>寧込先 ま主総3'n5孜

孫子T民総 数害事懇毒事会E謀総f本普著書薬

li質審買を叡う会会員募議|

1>繁華~8草寺 磨重重火綴B守後司君寺

惨

主主重量密 子町内総伎の18雪量こじらお

室等F皇室喜怒b緩務F号機

，1<1品検義援聖母、主義7J<したものむ みよい泡察社会を築こうと努力し

絞め炉問合せ 務総子主義者僚会宮 ている室さんの主主重吉リポート者聖書事

集し老衰管。I>I!lIい会わt主毒事よび重量
り先〒1C路東京都千代a陸m沈

谷公寝1-3 市政会館内〈財〉車fi~主

主主運動協会机住民活動策'係官:J3

ヨ 慨 し 21'す18日(氷〉、 3 (501)8捌 ふるってごJmj磨くだ。jく〉いミずれの巴も午前10 さい。

謀者から守~後3織が議所市民栂談

1 す℃芝草子じなへDl豊型自等JIS筏こ

新主主;こ米豪雪

芸誌j察Zプ写君主主れますc

望書F号Z立と笈しくは祭事交響警護委霊薬会へ

さき要望台ぢくとておい。

iiKランティアの含j
B炉窓際会 101'ヨ3Eヨ〈主主〉字詰'J10

喜寺怒らllU霊祭行我孫さ子三芝主主I>li菱総

7コフ ，91ヨ;tJS20DI>串議湾紙i!G1位と 主王泰士主活動 101'寺(71<)怪童露

小安警察袋発議室遂としてでドきさお対象IZ

1安;こ雲設幾しようとをする;ちの邸請を

務fヨげることになっEまし五三。宿三書

空室手なごについてはずち

主義警護jとお表書記き1まくだ各いb対象主主

義電 波注至宝守 ""10].8、苦長短、裏

愛知j、下ケ戸、滋砂申務異話題 10 

き畏釘 「可尿濃く冬ヨzE持、汚政連絡

3C呂、機将司聖書[刻刻20お併記11駐車期総 から今後日時、 10月135(月)'f 

守 (駒沢J56年入物〕砂師弘 前10時から午後o時砂場所市民

挙資格滋等専管校ぶ絞殺鞍民 会館大71¥-)[.，前日ヒ:-1>入場料

惨事事室長期総 ヨか 終判炉主催我孫子市原爆被爆者

の致、原水爆主主比我孫子市協議会、

新臼本総人の会我孫子5<部砂後媛

我孫子市、千葉興、朝包新局、

筋三さ納言語、 読売新号章、各"ニ草案5<"章、

千葉臼幸華社、 NH'く平葉忠送信号、

ぐ、 1荘、 2号、 3舎に(議日総務関 干薬会数毒委員会副鍔自主手際i}<J室

禁止七岩手事大会報告会を守口月'12臼守

安佐2書きからn5宗会室雲大会議室言で行

います。

ボートザブ)[.，ベり| ーム2腿事踏み/将キiこを主 〈細川〉日…ス U ース IJ)態綴会を釈を議活動賞 ID'0J5'ID22人附川納入村

*1校三ミタブ)vペッ | 断、氏名、連活主語研、チ…ふ各を 粉浜、務総ごして怒沼で返りさ各く 童豊かなさを還と:><:i乙をきちざし、君主 5ヌ人 ..1恕宇野義まなお::182t設際

*fuJl装用いす (3I 記入し10尽20Eヨまでに砂申込先 〈綴議日以上ノ諒絞れ惨競合tt っ1 Ilf 

関〉 ホソフ戸ベッ| 正本〈新フ~1537、弱体滋望室蓄鎗絞 っパjしマでノ;ン協会岱03-2お

ド*スヲイリ 傘| センターn!'8-0242

プ レハブ住宅*勉強 II市民剣道大会

者五 等 Yド星誕本稿 本書量| 惨種目 IJ'学生の邸、中学笠0)態語、

気オルガン 男子の部、女子の部〉、滋校生 30分かそう約惨総長野 F自民主主主宮ilil

'1}，緩ってく尽きい | の包(男子の郎、女子の部〉、… 総長奈良議事態砂内務 大織に:防総浜

本ベビ パ ギ (2色)I 故 大学生の部 (2段以下の郎、 子関}必然閣僚治じり作家だち

孝をきね う弓 *食卓 I 3段以上の麗l)験自符 10悶19ω ゐ綴E譲色覚、官主導者小路実篤、相3宗悦
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9884惨$)6方法ハガキ;こ笠F号、
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ださい惨締切 10fヨ15巴(水〉必

盤

!?官民柔道大会|
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賀小挙生以下旬日用、中学生以

上200円 紗 串 込 方 法 電 話 ガ !¥1ゴ
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書幸吉D10尽108

i F善良パスケットjj{-J!J大会 i
1>8溌 11汚 28CEヨ〉午毒自主主喜善
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主主藤純二宮82
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締切回 '101'ヨヨ砂益義絡先 紛I絞

*鋭水方法①探求びれ)!c;::十分l二
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*パドミミントツ 切符20EヨガぞS10 L5ゃ口!こす 6くらい烈潟をそそい

跨24Eヨ絞て予言誌;初、理学級 ψ撤去ま で、持苦言し、 3分笥Il'VJくする任)係当K
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116木盟国間

-721'1 

慨 !機械加工技術講習会|

I>Eヨ草寺 司ア在ヨ〈ジピ〉午自D1D鍔
丈アら午後必勝b語華街 千葉巽機絞

殺季語霊式数害義1>王室簸 G)tjつくす0)

主要について金銭安治穴ヨ自二授匂

とその;工認について砂受議総気

砂緩主主 *シンプルスく波紋tI;さま 緩くI:.:T-ざしテキスト代5001=号〉診

でと40喜義代以上ぬま手代主主(必然災 寝込だ記長 率込察Id:童話法15電気炉

以上(1):a0)3む奇襲代への綴込みはと妻、 醸込i滋語若さ=塁塁君主ぜ 二子葉雫滋?読ま量

30署長代0))5(7)40綬以上への表幹ゑ 綴さま霊安議後絞主主言要く子葉n5天台

話芸自主主04ヱ2(52) 2101内線50)

ヨ主義緩ゐ顕一叡蔽語寸
主主主主薬重軽き基金では¥ 司主主き

芸家事支給絞殺互主境涯をします。砂 B
善寺 iOF'l'I7B (念〉 ¥ 188 (土〉

本百J9E寺会ら12蒋惨場所市民会

主自之島若主主孫子2妻賢一童話会主主護士さンヲ

~"J費用稿料砂捜査方主主ど

ーんびん守本!こ採7... '< (住E町、氏お

電話、井戸水 '7j'く道Zぜくの百日をだ人〉
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惨繁華実琴銭 安主義義務総級車誌は主主主義 室菱総務守送受添付してく主ささい。
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愛霊長務室蜜慾I謀、繁華議場iろま務総守き言、 りは主主t主主主いとと。
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?露毛主自分 ξλG、

〈ライカ娘議

L段6tJ月以内心総統し4たもの後、

争奪寵り殺す

*努持み季語
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ルまま総会費量 C5:U我孫子中学校
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